
4) 森林資源の状況

本県の森林資源は，農林振興事務所の管内（下図参照）ごとに見ると，東部と

南部で多く，中～北部では少ない状況となっている。 

(平成 24 年 4月 1日現在) 

東部と南部で森林面積の 87％，蓄積の 91％をしめており，森林資源の大部分が

東部と南部にある。

特に南部の森林資源は豊富であり，面積当たりの蓄積も多い。 

  北部 中部 東部 南部 全体 

民有林面積（ha） 19,808 13,847 33,538 203,179 270,371 

蓄 積  （千ｍ3） 3,068 3,054 7,792 57,024 70,939 

１ha 当たり蓄積（ｍ3） 155 221 232 281 262 

人工林面積（ha） 8,466 10,844 25,767 122,803 167,879 

人工林面積（％） 43 78 77 60 62 

9



これらの森林資源の構成は，古くから林業が盛んな本県では人工林の針葉樹（主

にスギ･ヒノキ）の割合が多く，面積で 61％，蓄積では 78％をしめている。次い

で天然林（二次林）の広葉樹（コナラやクヌギなど）が面積で 32％となっており，

天然林の針葉樹（アカマツまたはモミ･ツガなど）が 4％程度となっている。

民有林面積 

270,996ha

民有林蓄積 

71,033 千㎥
78.4％

天然林 広葉樹 
87,765ha 
32.4% 

竹林・無立木地
3,695ha 
1.4%

人工林 針葉樹 
166,101ha 
61.3% 

人工林 針葉樹 
55,648 千 m3
78.3% 

H24年4月現在

H24年4月現在
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本県の森林資源の 6 割以上をしめる人工林の針葉樹（主にスギ･ヒノキ）につい

て，その年齢（齢級）構成を見ると，10 齢級前後（50 年生程度）と 15 齢級以上

が面積でも蓄積でも多く，若い木は非常に少ない状況である。

樹種ごとの構成をみると，幼齢林では圧倒的にヒノキが多いものの幼齢林自体

が少ないため，全体としてはスギとヒノキが同程度の面積割合となっている。蓄

積では，成長の早いスギの割合が多く，特に 15 齢級以上ではスギが森林蓄積の大

部分を占めている。

H24年4月現在

H24年4月現在
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Ⅰ-3 平成 23 年台風 12 号の気象特性（紀伊半島大水害時） 

1) 台風 12 号の概況

平成 23年の 8月 25日 9時にマリアナ諸島の西の海上で発生した台風 12 号は，

発達しながらゆっくり北上して 9 月 3 日 10 時前後に高知県の東部に上陸し，四国

地方から中国地方を縦断して同月 4 日未明に日本海へ進んだ。その後もゆっくり

北上を続け，同月 5 日の 15 時に温帯低気圧に変わった。

この台風 12 号は，異常に動きが遅く，さらに上陸後も大型の勢力を保っていた

ため，長時間にわたって台風周辺から非常に湿った空気を吸い込み，西日本から

北日本にかけて広い範囲で史上類稀な凄まじい降水量となった。特に紀伊半島で

は降りはじめの 8 月 30 日 17 時から 9 月 6 日までの期間降水量が多い所で 1,800
ｍｍ以上（本県南部の上北山）に達するなど，わずか 1 週間ほどで我が国の平均

的な年間降水量を超える雨が降ったことになる。

このため，土砂災害，浸水，河川のはん濫等により，県内で死者 14 名，行方

不明者 10 名，全壊家屋 49 戸，半壊家屋 69 戸，一部破損 14 戸，浸水 51 戸，文

教施設･ホテル･発電所･公共施設等の損傷（平成 24 年 3 月時点：奈良県防災統括

室）など多大な被害となった。

2) 台風 12 号の気象特性 
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全国的に見ても，奈良県の東南部を含む下図の赤色部分周辺が，特に激しい豪雨

となっていたことがわかる。 
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時系列的な雨量は下図のようになっている。周辺の宮川（三重県）や西川（和歌

山県）に比べ，県内の上北山と風屋ではピークが比較的低いものの休みなく降り続

いていることがわかる。この累計雨量が，災害発生に大きく影響したとみられる。 
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この台風で特に大きな被害をもたらす要因となった降水特性は，短時間のピーク

雨量の強さではなく，72 時間という比較的長時間の降水量の累計が過去に類を見な

いほど大きかったことである。本県の上北山村の 72 時間降水量が国内観測史上最大

記録を更新したのをはじめ，下表のように多くの観測地点で地点ごとの 72 時間観測

史上最大値を記録した。

（＠：対象期間に欠測を含む値） 
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この台風期間における総雨量を，全国で多い順に整理すると，以下のようになる。

上位は特に被害が大きかった本県･三重･和歌山の 3 県に集中しており，これらの地

域の台風期間累計雨量（期間降水量）が特に多く，それが災害の発生に直接影響し

たことがわかる。

これらの期間雨量データについて，気象レーダーにより観測された雨の強さも考

慮して欠測部分も含む解析を行い，実際の台風期間の総雨量を推定した結果（台風

期間の解析雨量）を次頁に示す。

雨量解析の結果から，本県を含む紀伊半島で 2,000 ミリを超える凄まじい雨が降

っていることがわかる。

特に本県では，この台風が県の東部～南部地域において過去に類を見ないような

長時間の累計降水量をもたらし，異常な災害を発生させるに至った。 

（「－」：平年値データ無し）   
（＠：対象期間に欠測を含む値） 
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紀伊半島の一部の地域では

総降水量が2,000㎜を超えている
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Ⅱ 個別調査                            

Ⅱ-1 対象地の選定と個別調査内容 

個別調査の対象地は，特に山地が多く森林植生が豊富で，紀伊半島大水害におい

てもトップクラスの期間降水量を記録した県南部地域の上北山村において，本県の

森林植生の６割以上をしめている人工林を対象に，概ね標準的な類似の植生状況で

崩壊の発生状況に差が見られ，かつ，植生調査や土壌調査および現地検討会などの

実行について地権者の理解と協力が得られる箇所において事前調査と現地確認調査

を行った。

その結果，別紙（個別調査位置図）の箇所においては，今回の調査検討や現地検

討に適した表層崩壊の多い斜面と比較的崩壊が少ない斜面における概ね標準的な人

工林が広く見られ，地権者の理解も得ることができたことから，これらの崩壊状況

の異なる２個所において以下の項目の個別調査を行うこととした。

①現地植生標準地調査

周辺の崩壊状況が異なる上記の２個所において標準地を現地に設定し，樹種・

施業履歴・地形状況・毎木調査による立木密度や直径や樹高などの調査を行い，

樹冠の状況や林床の状況を確認するとともに，形状比や収量比数や樹高および直

径の分布状況などについて分析し，比較検討を行った。

②土壌調査

標準地調査箇所において土壌断面を試掘し，層位，腐植や石礫の状況，土性，

土壌構造，根系の状況などの調査を行った。

③土質･地盤調査

斜面調査用簡易貫入試験器を用いて，地盤強度の分布や，表層崩壊に大きく影

響する土層の厚さについて現地調査による確認を行った。調査は，それぞれの標

準地の中央付近，左側，右側の 3 箇所で行い，地盤の内部状況や強固な基岩層の

出現深度などについて分析･検討を行った。
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